
業界の好調な推移を受けて被保険者数の増加等

により保険料収入が前年度対比約2億7，796万円

の大幅な増収となりました。一方、支出面では医

療費（保険給付費）が増加傾向にありますが、経常収

支では皆様のご協力のお蔭をもちまして昨年度に

引き続き約2億920万円の黒字決算となりました。
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介護保険分の決算
介護保険の納付金は全額を国庫に納付し、運営者である全国の市区町村に配分されています

収　　　 入　　　　　　　 象

科　　　　 白 決　 算　 額 ※被保険者 1人当たり　 ÷

介護保険収入 2 28，8 4ワ千円 ワ1・6 94円　　 冨

雑　 収　 入 46千円 14円

合　　　　 計 2 28，8 93千円 ≡≡・≡≡8．円．．．』
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葉介吉保険納付被保険者の1人当たり頗です。

支　　　 出　　　　　　 象

科　　　　　　 目 決　 算　 額 ※被保険者 1人当たり 影

介　 護　 納　 付　 金 22 4，09 2千円 70 ，20 4 円

介護保険料還付金 2 1ワ千円 ・把　 ヨ

合　　　　　　 計 2 2 4，30 9千円 　 70 ，27 2 円
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決：麻のヰイント
収入では…
①一般保険料

‾般保険料収入は総額では大幅な増加となりました。これは被保険者数の増加によるもの（平成18年度平均8，654人
→平成19年度平均9，49ワ人、843人増）です。
※皆さんに納めていただいた健康保険料は当組合の医療費の支払いや保健事業に使われる一般保険料と、全国の健康保険組合の相互扶助のた

めに健康保険組合連合会に納める調整保険料とに分けられています。

②財政調藍事業交付金

全国の健康保険組合が相互扶助のために拠出しているお金（原資は上記の調整保険料です。）から当組合に高額医療
費の補助金として交付されたものです。平成19年度の当親合は高額医療にかかられるご病気をされた方々が多かったと
いうことができます。

支出では・‥
（む保険給付♯

皆さんが病院にかかられた医療費と、休業保障や出産時の補助等、健康保険で給付を行った費用です。平成19年度も
毎年と同じく保険給付費総額は増え続けています（前年度比2億5千万円の増）。
被保険者とこ家族の皆さんが増えたことも影響していますが、被保険者1人当たりの給付費額でも、前年に比べ
8，586円の増（平成18年度198，9∠t7円→平成19年度207，533円）となっています。
②保健事業兼

皆さんが当場合に加入していることにより受けられる組合独自のサービスです。平成19年度は前年より更にサービス
の拡充に努めました。

特徴としては健康支援のための各種事業の全被保険者へのご自宅直送による周知により、インフル工ンザ補助金の活
用の大幅な増加、医薬品有償斡旋での好評薬品の半額補助の利用増加、旅行補助の活用の大幅な増加などが挙げられま
す。その他健診・健康老衰彰等の事業も継続的に実施しました。

被保険者1人当たりでみる決算額（％は前年度対比　十は増、▲は減）

支出合十　392046円
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戦痴細膨

拠出金ム十1546円　　慧禦艶、
保険給付費　207533円　　　　　　跳　　　弾
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